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西部北極海のマイクロ植物プランクトンの群集組成：夏季の表層における時空間変動の考察 
 

 海氷面積の減少や融解の早期化など、気候変動が北極海に及ぼす影響が増大しており、それに

よる北極海海洋生態系の変化が、近年注目を集めている。植物プランクトンは海洋の重要な一次

生産者であり、ブルーム後に海底へ沈降することにより、炭素を表層から海底の底生生物へと輸

送する役割も担っている。植物プランクトンの群集組成やバイオマスは、生態系内のエネルギフ

ローや転送効率に影響し、深海への物質循環とも深く関わる。しかし、西部北極海における植物

プランクトン群集に関する研究は限られており、特に表層の植物プランクトン群集に着目した研

究は行われていない。本研究は、第 4 回Chinese National Arctic Research Expedition (CHINARE) に
基づいて、北極海の陸棚域と海盆域における、表層マイクロ植物プランクトン群集組成を調べ、

水理環境の異なる水塊と海氷融解が表層マイクロ植物プランクトン群集変動に与える影響の解明

を目的とした。 
 調査は第 4 回CHINARE 調査 (2010 年 7 月 10 日–9 月 20 日) において、Xuelong 調査船で行っ

た。西部北極海の 50 地点でニスキンボトルによる表層海水試料の採水、CTD による水理環境デ

ータの取得、目視による海氷密接度の推定を行った。海水試料は、各地点で 1 L ずつ終濃度 3%
中性ホルマリンで固定し、走査型電子顕微鏡による種同定と倒立顕微鏡による計数を行った。Chl. 
a 濃度は蛍光光度計により測定し、硝酸塩、亜硝酸塩、アンモニウム塩、リン酸塩、ケイ酸塩濃

度は分光光度計により測定した。統計解析については、各地点における α多様度指数を求め、ク

ラスター解析と多次元尺度法を用いて群集組成を可視化した。また、Chl. a 濃度と細胞密度それ

ぞれに対する、環境変数 (温度、塩分、溶存酸素、栄養塩など) との相関を求め、群集組成と対

応する環境要因との関係を正準相関分析により解析した。 
 西部北極海において、表層マイクロ植物プランクトン群集は高い種多様度を示し、9 分類群 68
属 153 種が同定された。クラスター解析と多次元尺度法により、陸棚域群集と海盆域群集の二つ

の群集に区分されることが明らかとなった。陸棚域群集は海盆域群集と比較して種数が多く、平

均細胞密度、Chl. a 濃度、種多様度が高かった。優占種についても、陸棚域群集と海盆域群集と

で異なった。また、チャクチ海陸棚域を縦断した往路と復路では、優占種が羽状目珪藻類から中

心目珪藻類へ遷移していた。ピアソン相関分析と正準相関分析の結果、主にケイ酸塩と硝酸塩濃

度が細胞密度とChl. a 濃度に影響を与えていた。これらの栄養塩濃度は太平洋水の流入や海氷融

解によって影響を受ける。また、北極海に流入する太平洋水は太平洋由来の植物プランクトンも

含んでいる。よって、海流と海氷融解の変化は、西部北極海の表層における夏季のマイクロ植物

プランクトン群集組成に影響を与えることが明らかとなった。 
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